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要因分析

【必須】

　公営住宅（北条地区）集約整備事業にて、R8年度に耐震性の確認できない県営住宅鹿峰団地を解体する予定とし

ているため、R7年度までは現状値のままとなる。

改善の方向性

【必須】
　現時点での目標値の修正、事業内容の見直しは必要ないと考えられるため、今後も適切な予算執行を継続する。
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細 施 策 26-3 県営住宅の適正管理、老朽化対策の推進 施策KGI ①

Ｋ Ｇ  Ｉ

県下県営住宅の新耐震基準を満たす住戸率

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 26  公共施設の適正なマネジメント

K　G　I

①県の管理する公共施設等の管理不備・老朽化に起因する重大事故発生件数

　【基準値】０件（令和４年）【目標値】０件

〔参考指標〕県の管理する公共施設等で不安や危険を感じた県民の割合

　【基準値】45.9％（令和４年）【目標値】40.7％
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